
数

回
月
一
門
口
付
け

市
は
、
四
月
}
日
付
け
で
次
の
職
員
異

動
を
発
令
し
ま
し
た
。

ム
異
動
H

民
生
課
長
渡
辺
裁
長
ハ
前

盟
国
時
課
長
〉
、
殴
民
援
康
保
険
課
長
、

大
島
}
自
由
門
前
民
集
課
長
〉
、
大
野
支

所
税
務
保
護
隊
問
智
交
ハ
部
土
日
訳
出
議

所
長
)
、
土
決
出
張
所
長
世
間
檎
亀
治
一
一
惜
社
事
務
所
で
は
、
引
哲
融
骨
家
庭
保
一

〈
前
大
野
支
所
税
務
係
且
置
い
て
衛
生
課
一
帯
円
趨
社
員
と
、
と
わ
に
子
供
を
あ
ず
け
一
で
、

保
健
幅
広
夜
間
吉
一
卜
中
銭
円
諮
問
疫
清
一
た
い
人
の
募
揮
を
す
す
め
て
い
ま
ナ
。
一
後
程
度
の
部
援
を
お
持
ち
の
方
。

滞
係
長
)
、
問
問
防
滋
溝
橋
係
長
高
梨
尚
一
こ
と
し
一
月
発
足
し
た
、
民
の
家
庭
保
一
才
以
下
の
干
が
一
一
人
以
よ
い
芳

}
露
護
号
、
霊
童
所
長
主
事
襲
撃
は
市
内
だ
け
で
署
員
一
と
が
条
件
。
乳
児
一
人
月
一
一
一
平

重
宝
震
号
。
一
七
名
、
李
け
ら
れ
た
子
十
一
名
主
将
、
幼
混
一
人
月
二
千
円
語

ム
退
職
輔
自
和
国
立

m
w門
前
削
保
健
衛
袋
一
り
ま
し
た
。
一
れ
ま
ナ
。
遊
具
、
救
急
具
な

y

僚
接
〉
。
マ
家
庭
保
帯
開
議
経
由
民
は
二
一
十
五
一
円
vあ
ず
け
る
予
は
、
働
哲
た

会
主
な
堕
惑
っy
i
M
は
ベ
I
V
〉
平

ム
三
月
定
例
市
議
会
む
結
巣
-
m
e
-
-∞

ム
一
ニ
十
六
卑
度
の
市
政
方
針

i
・2
・2
②

ム
あ
た
ら
し
い
新
市
建
設
許
砲
十
カ
年

基
本
計
画
と
五
カ
年
実
施
計
溺

i

③

ム
新
年
度
帯
魚
の
内
容

i
i
z
-
-
z

⑥

ム
響
ざ
曹
の
予
防
注
射
の
臼
穣

3

・
め

2善亀人

署葬

喜事

市政 R 報

と
と
し
第
一

度
当
初
予
鼻
、

相
問
易
水
道
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
一
一
十
六
議
案
を
務
議
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
議
決
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

病
綴
、
波
情
七
件
を
採
決
、
物
価
値
上
げ
反
対
な
ど
会
議
案
一
一
一
件
も
可
決
し
て
、
一
一
一
月
二
十
一
一
一
日
開
会
し
ま
し

た
。
決
定
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
主
な
も
の
は
次
の
と
お
む
で
ナ
。

野まし

家庭保育福祉箆

乳児で月 3，500円を支給

市議会定例会

森比呂志

八
憾
鈴
木
明
石
一
膏
さ
ゐ
〔
!
〉

須
賀
渡
辺
ゅ
う
ヂ
一
ざ
ん
ハ
二
名
〉

平
塚
小
泉
州
出
美
子
さ
ん
つ
一
一
名
〉

中
田
再
開
閉
拝
和
子
ざ
ん
〈
二
名
)

四
之
宮
足
立
ブ
ミ
ざ
ん
ハ
!
)

調
理
平
安
濃
自
由
宇
さ
ん
〈
一
一
一
名
)

Eilf036年度分軽自動車税と昭

和36年度回定資産税と向都市

計@í税第1其~5}の約j担保は 4 1l

30 自です。この期浪内に長， 2

、第 3 、第 4 鍛分の税金をあわ

せて約めると、納期節約 i'J と

して報償金をさしあげます。

湖南海岸のなかでも、遊歩道路に添ってひろがる平塚海岸はとと

に笑しし 10万市民の天E号、のレグリユーシヨンの場所で、もある。

ここ一帯は、沼和31年 2fl 建設省から湘南海岸風致地区の指定を

受け、東の潟南海岸整備事務所がつねに清浄につとめている。こ

こなごみも汚物などでよごすようなことは決してしまい。



① 

門~~t
安よ T 創刊 i 舘(盟)調子EA :立
五子芸袋大種人智所見斤審理軍曜1.1 事?管l!
0: 之、'"輪頭部無を、既手日号ベコ;芸

1 2 量霊童話重量 i 経二:塗 Z 子育震
へ、年でな万円布長 l正社，;;: 17 ~ f ~叩
は庭言己すど袋日す計思ほ守 ζ} し古学

一史意。長主主主警童書 5;Z 量雪宣
~ ;，ょ~ 塑琴 ZJ4t 晋習 2i 賀工表百

ii き 3223 tE 言え 57 ミ色

平塚市青少年問題協議会(会長戸
川市長)では、健全な青少年の育

して、平塚市内にも、ボ

ーイス方ウトを育てていく方針を

きめ、その手はじめとして、次の

要領でボーイスカウト向指導者と

なる人を 殺から募集しています。

善指導者と主る人の資格・市内に

i主んでいる病問才以上の努の方で

社会教育、4 とくに青少年の校外生

活指導に深い偽心をお持ちの方。
経験の有無を間いません。応募者

には後弘、指導者講習会に参加し

ていただきます。

争率し込み・平塚市{競庁内議祉事

スカウトの係あて(電

)。こまかい点i土、お申

し込みのときご説明します。



(3) 昭和 36年 4 月 10 日 広報ひらつか (第 3種郵便物認め 第 112 号

にまとめる

107ゴ余にのぼる平塚市民を年告別に

みると、下の図表、人口ヒ.ラミツド

に示したとおりで、男性が女性より

わずかに多く怠っていまナ。昭和生

れはいずれも男性が多く、それ以前

の生れ (35オ以上)では女性が多く

在っていまナ。もっとも多い年令麗

は12才を頂点とナる1O~14才で、こ

れはベピーブームを起した終戦直後

生れの少年たちでナ。この年令層あ

たりを混として、平塚市の人口は都

市形態をつよめ、人口者令化の一般

的傾向とは逆に若ぎを示し、平均年

令28 ・ l 才となっています。

(女〕



市
首
一
営
の

区
一
滋
整
環

市
讃
営
の
土
地
区
画
整
理
軍
街
、
馬
入
、

p由
貿
託
、
議
糞
南
各
土
弘
の
密
議
会
委
員
の
う
ち
、
未
定
と
な
っ

て
い
た
市
長
選
任
の
学
識
経
験
委
員
は
、
厳
選
の
結
果
次
の
と
お
り
き
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
委
員
は
、

前
号ζ
の
紙
上
で
紹
介
し
た
選
挙
に
よ
る
委
員
と
と
も
に
、
区
直
撃
淫
梧
議
会
を
本
成
し
て
、
今
後
具
体
化

広くをった器

面監事禁止で

平塚警察署l主、市内国君主ぞい

に禁止標識#ヨ70本をたて、 3

月31 日午前 8 符から冨道上の

駐車を全面的に禁止、同時に

違反車の取 E締まりをlまじめ

ました。この措慣は黒公安委

員会、 2 月28日の告示にもと

づくもので、駐車禁止区域は

馬入橋東端から大磯町立中学

校読までの約 6 ・ 8 キロ皆、

自動 2敦車.2縦軽自動車、自

動車をのぞく全車荷が対象で

す。禁止時碕は毎日午前 8時

から午後呂時までの12時間。

これで国道は、実質的に広く

怠ったといえまナ。富道上の

駐車台数は毎時平坦54合(最

高58台一平塚頚店街〉にのぼ

っていたといわれ、事実上遜

椛は 4~5 メートλノもせまく

なっていた計算です。

(写真左〉

ヲ齢、、



ひ報昭和 36 年長月 14 日

し
た
隔
界
様
識
に
木
の
く
い
を
使

用
し
て
い
る
。
京
で
は
、
長
い

年
月
の
あ
と
む
関
同
国
の
発
生
も
懸

念
さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
行
な
わ
れ

る
都
市
改
造
の
民
国
鐙
震
(
市
霞

営
〉
で
は
、
境
界
確
定
の
場
合
コ 諦

望
ナ
る
。
く
い
代
は
地
主
負
担

で
も
よ
い
。

官
同
浜
山
口
e
k
ハ
広
臨
時
同
紙
)

お
答
え
市
が
行
な
う
区
一
園
祭

震
で
は
、
営
有
地
と

民
地
、
民
地
と
民
地
の
開
制
の
培
界
に

は
、
す
べ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
く
い

を
使
用
し
ま
す
の
で
、
ど
心
配
の
問

題
は
起
ら
な
い
と
患
い
ま
ナ
。
た
だ

し
備
地
権
の
境
に
つ
い
て
は
木
の
く

い
を
使
っ
て
い
き
ま
す
。

門
都
市
計
調
謬
凶

霞
民
年
金
の
疑
問

に
お
答
え
し
ま
す

臨
民
年
金
百
届
け
出
に
つ
い
て
、
市

私
選
の
下
水

私
た
ち
の
佳
ん
で
い
る
と
ζ
ろ
は

下
水
世
が
な
い
た
め
、
衛
生
的
に

非
常
にT小
田
V
4
官
来
た
し
て
い
る
。

前
の
道
路
に
、
ぜ
ひ
、
下
北
聞
を

作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

虹
ケ
浜
e
v
h
(
広
務
用
紙
〉

ﾗ 

ﾗ 

ﾗ 

相
一
山Ee
開
閥
大
清
水
先
生

く
、
や
っ
ぱD
病
院
に
一
入
践
す
る
こ
と

で
し
た
。
私
た
ち
は
、
こ
こ
の
佼
尋
問

続
長
先
生
と
主
任
の
青
木
先
生
に
、
午

後
の
半
円
を
お
さ
事
態
っ
て
、
こ
ん
な
←

人情ドツ 'lの精密検衰退程在Jl，学する特派員、写真

家から主任の青木先生、 i 人おいて佐多部隊長先生

お
わ
か
り
に
窓
口
ま
し
た
か
。
さ
ら

氏
一
劃
に
、
佐
多
信
生
は
、

4
お
一
的
の
ド
ッ
ク
入
り
は
一
航
海
終
え
て

語
報
か
ら
で
す
ネ
大
分
働
い
た
か
ら
、
故
障

官
同
町
山
は
な
い
か
な
と
検
査
を
し
ま
ナ
ネ
。
そ

茶
会
社
の
れ
で
ナ
よ
。
人
間
も
四
十
才
を
過
ぎ
る

軍
役
のT
ざ
と
、
大
分
つ
か
れ
て
曹
ま
ナ
か
ら
、
一

ん
は
、
毎
日
ん
お
度
は
、
頭
の
夫
ぺ
ん
か
ら
足
の
爪
先
吉

開
が
ん
の
恐
吉
針
ま
で
検
査
し
て
お
い
て
、
専
門
家
か
ら

門
中
南
病
院
に
て
怖
に
か
ら
れ
繁
払
こ
の
よ
う
な
注
意
書
と
成
鐙
習
を
も
ら
.

山
口
特
派
員
記
〕
て
い
ま
し
た
山
ば
っ
て
お
け
ば
安
心
出
来
ま
ず
か
ら
点
。

S
さ
ん
が
、
あ
る
日
本
人
一
人
で
お
い
で
闘
闘
い
ま
ナ
れ
ば
よ

そ
の
後
の
ご
容
態
は
い
か
が
で
ナ
、
思
い
切
っ
さ
ん
の
体
の
精
密
綜
合
検
査
が
は
じ
め
ろ
し
い
の
で
す
」
と
つ
け
加
え
ら
れ
ま

か
。
あ
な
た
の
お
説
に
主
る
と
「
蓉
さ
て
こ
こ
を
訪
ら
れ
ま
し
た

o
m
Aさ
ん
の
場
合
は
、
胃
し
売
か
、
成
程
そ
う
で
す
ネ
。
先
ず
れ

き
が
ど
う
も
」
と
か
で
ナ
が
。
で
も
、
れ
、
一
金
一
を
重
点
に
さ
れ
た
そ
う
で
ナ
が

i
五
百
ば
敵
壱
制
ナ
と
か
雷
い
ま
す
ネ
。
丈
夫

心
配
し
な
い
で
下
さ
い
。
き
ょ
う
訪
れ
万
五
千
円
也
閣
の
病
続
袋
詰
瓜
ろ
色
に
、
血
担
燦
取
の
時
、
抑
制
か
く
診
で
お
い
て
も
ら
う
と

た
病
院
の
先
住
が
、
血
ぜ
で
は
絶
対
死
を
投
じ
て
、
(
横
議
)
八
回
、
務
沈
検
筆
一
回
、
レ
と
で
す
ヨ

e

「
病
気
に
怠
っ
て
何
万
円

な
な
い
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
e

臼
五
日
閣
の
「
ン
ト
ゲ
ン
検
査
四
回
、
検
題
検
尿
二
聞
と
っ
か
い
、
自
分
で
勝
手
に
気
苦
労
す

間
一
の
絹
益
子
、
血
管
を
丈
夫
に
し
て
お
人
間
ド
ッ
ク
心
電
図
検
憲
一
回
、
血
店
検
褒
ほ
と
ん
る
こ
と
を
一
考
え
れ
ば
、
一
万
五
千
円
も

く
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
」
入
り
を
し
ど
毎
日
、
腎
臓
機
能
検
査
一
一
協
な
ど
が
恩
く
な
い
ネ
」
と
は
、
間
行
の
お
二
人

い
つ
で
し
た
か
、
あ
な
た
か
ら
潤
か
ま
し
た

c

新
行
わ
れ
、
内
科
医
一
人
が
専
属
と
な
の
ど
愚
見
で
し
た
が

'
E
如
何
で
す
。

れ
た
「
人
随
ド
ッ
ク
」
と
い
う
こ
と
に
館
一
一
一
階
の
一

D

、
各
料
の
医
師
が
総
動
輯
で
検
驚
に
あ
な
た
も
「
ド
ッ
ク
入
り
」
を
友
ざ
い

つ
い
て
、
私
は
き
ょ
う
、
こ
ん
な
知
識
等
病
室
に
あ
た
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
せ
ん
か
。
日
本
の
お
医
者
ざ
ん
が
考

を
得
ま
し
た
。
お
し
ら
せ
し
ま
ナ
か
ら
「
ド
ッ
ク
入
り
」
し
た

T
さ
ん
は
、
限
そ
こ
で
発
見
さ
れ
た
結
論
は
、
肝
綴
民
え
山
山
し
、
宮
本
人
が
世
界
的
に
紹
介
し

小
療
の
折
、
お
よ
み
一
下
さ
い
。
下
の
時
的
外
の
景
色
を
な
い
か
め
友
が
ち
っ
と
軽
度
の
動
脈
硬
化
と
い
う
こ
と
で
、
た
と
か
。
え
え
、
平
塚
で
も
方
々
で
や

「
人
観
ド
ッ
ク
」
と
は
、
あ
な
た
の
ぶ
や
い
た
そ
う
で
す
。
「
こ
こ
は
健
康
以
後
一
一
週
間
の
病
続
通
い
で
、
現
在
は
っ
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
車
。

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
、
年
犬
病
の
一
体
の
時
と
そ
来
る
パ
嘗
所
だ
っ
た
の
だ
、
と
て
全
元
気
で
蜜
役
譲
の
机
に
向
っ
と
ん
本
穏
も
気
分
婿
ら
し
に
よ
ろ
し

種
で
も
な
く
、
穏
に
入
る
と
と
で
も
な
な
」
と
。
そ
の
臼
の
午
後
か
ら
凸
早
速

T

て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
い
で
し
ょ
う

e

と
に
か
く
お
大
事
に
@

替がんの怒燃から解放されたTさん

も



昭和 36 年4J:J 10 臼

総体25{j意 9 千万円
今年度の一般、特別各会計別の予算総額は

ム一般会計・…，…u ・・… 9億1.854方向

ム特別会計・競輪… ・・ 7錯9，440万円

関 ・競馬・…・ 6億1.884万円

問・国民健康保険a ・......……7雪 618万円

向・額保診療施設e ・ e ・........… 169万円

筒・簡易水道・……・・…ー・2.077万円

間・都市改造…・…… …7.833万月

間・馬入ヱ業地帯造成 …υ7.028万円

ム一般・特別会会計の合計予算は総額、

25億9.425万余円tこ還しました。 ζの 5 ち

市民に直接鶴係のある会計の増額分は、

前年比、一般会計1億9.191万円、特別会

計留保事業費に 398万余問、同簡務水道

事業費に1.636万余円、間都市改造事幾

重量に2.833万余円ほどで，やふ波額とな

った簡保診療所会計の分を浸し引いても

予算増額分の合計は、今年度2億4.000万

円をこえ、市の行政内容の大きなのびを

示しています。~

ザ般会計の収入支出
〔収入) 36年度一般会計の収入予算は、

市 税. ......4億9.662万円 (54.1%)

競輪競馬・…・ I億5.988万円 (17.59百〕

国の補助・・ .... 9.256方向(10.1%)

市 産量・・……・.5 .640万円( 6.1%) 

雑収入・ー・…‘ 2.97173円( 3.29五〉

使用料等・・・ 0 ・..... 2.834万円( 3.19五〉

地方受付税. ...... 1. 600方向( 1.7%) 

などを主な財源として、総額9億1.854万余

円を完込みました。

(支出〕 支出総績は、収入総額と同じで使

途別予算の主なものは

役所費・ υ 2億2.838万円 (24.99百〉

教商事費・ υ 2億1. 897方向 (23.8%)

土木費・・ e ‘ '1億2.814万円 CJ4.0%)

社会福制費・・ 9.293万円 00.1%)

産業経済費・ー 6.090万円 U6.69百〕

消防費・ー … 3.502万円( 3'89百)

議会費・白・ 日 2.482方向( 2.79五)

保健衛生費・・… 1. 983方向( 2.29百〉

諾支出金・ 4……・ 5.071万円( 5.5%) 

公債費・金H ・ M ・-。日 3.161万円( 3.49百〉

財護費・………・ 2.401方向( 2.69百〉

新市庁舎、市民会館建設費を含む市役所関

係費と、 2部俊業をさげていくたbの中学

校建設を中心とする教宵賓が、全予算の約

半分をしめています。

36年度の建設事業
次にお年度予算のなかに計上した建設的事
業を紹介しておきます。

品役所費関係・
新庁舎と市民会館

Q)市役所新庁舎
の建設に麓手

一一一一 1 建設費②、市民
会館建設費(各36年度分)~札口 00方向。

品消防費関係
救急車購入、消防庁

①消訪自動車
脅 3 、消火せん43主主

救急車購入

(各 1 台消lJj草書へ酉B闇h ②消w分溜庁舎新

築 3 とう CJ5費回、 18上吉沢・ 21金呂各分
団〉、@消防井戸建設10基〔平塚、新宿各

報ひらつか
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第 112 号 (6)

品産業経済草壁関

係・(L優良種畜
補助・種畜は15頭

導入(種牛 5顕

・種豚10頭)②盟主主振興フレームハウス重量

産量、モデル議書(種豚用 5 ・肉躍軍用 3) 態

設、酉告農多額化問湾施設は頭)、水産加

工衛主主施設務繍各事業補助金③土地改良事

業(四之宮土地改良助成 e 真土騒ぎよ排水

助成ー金回沿岸土地改良区補助・馬入土地

改良補助・大野土地改良補助・県費補助小

規模土地改良補助・金目11:えん展工事謂査

費補助など)、④魚市場上屋建築 CJ98m2)

@漁港整備事業主主主主金(今年度分540万円)

@漁港維持補修事業負短金〔今年度分250方

向〕なと =2.930万円

品財産費関係・
霊霊霊童敷地・筆平住 ①霊童関敷地質収

竺敬努翼ぞ宗本ど 費 (3 図のうち
第 2自分〉、②蔓平住宅敷地払い下げ代金

( 8 回のうち第 1 回分〕、主霊園敷地質収に

ともなう立木伐採補償制など。 964方向

A特別会計関係・
奴島診療所関設 〔留民健護保険事
馬入工業団地の
造成にも本腰 業〕一般会計から

200方向を補充し、

7.618万余円で病気治療 e 動産・葬祭給付を

行ないます。(関係診療施設事業〕ここも

50万円を矯充し、 169万円で

軍営しまナ。〔簡易水道事業〕

}般会計より 60万円を補充、 2.077 万円で

金図、沼、上惣領、市営水道の経営にあた

るほかも岡崎・主立島地区簡易水道新設第 2

年次工事をすす岳まナ。〔都市改造事業〕一

般会計から 3.08告万円を繰り入れ、総額 1

833 万円をもって、引き続き 2納言、馬入、

須賀北、須賀南西こに区の土地区画整理事業
にあたむます。①本宿迂回線、馬入工区街

路整地Cl7.802m2) 、②本宿工区、馬入工

区割j潜整備 C661m) 、(3)2ド宿工区国道北側j

八間道筋東偲i場水踏工事(700州、Q!;仮設水

路工事(全ヱ1Z330m) 、(5)2納言ヱ区路商工

事ー clll馬入工IZ老松町公園草草稿 (2.602m2)

é'è本情工区見的台入口簡易議装、⑧本車産主

家鐙物件・離作上{乍補償料など〔詩人工業

地帯造成事幾〕馬人工業間地造成事業とし

て、 1~5号道路、 1~4 号排水路、整地

工事などを7.028万円を投じて進めます。
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ふえるので、

行なわれているものです。ご家庭でも、こ
ん主主注意がのぞまれていまナ。

亡E昼間でも必要ない暁!こはカギを。(2)外
出にはるナ蓄を。③るナ蓄の君主い ι曹は

必ずカギをかけ、思議日近所iこ頼んでおく

。@一見してるすとわかるようなカギの
かけ方はいけないa ⑤寝ると曹は戸織り

の点検を。@苦霊童話t立内ポケットに。⑦
自転車には防犯登録とカギを。⑧ど婦人

は遠まわりでも明るい道を。

各会計罫Ij子宝持戻 (36.35よと淳史〕
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焚2.2%

2.6% 
l).l j幅

0.1% 
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衛生課では、赤ちゃんの健康診断、小児マじの予防
注射、狂犬病の予防注射と飼い犬の新規受録受It付
Itを次の昌穏で巡間実施します。

周‘'一_..晶

一_..
角ー_-Â

小
児
マ
ヒ
予
紡

の
ワ
ク
拡
大

て
を

赤ちゃんを纏康相談へ

4月 108 (月〕吉沢小学校

グ 11 日〔火〕主主島公民館

グ 量豊田公民館
グ 12臼〈水〕間隔出張所
グ 金田農協

グ 13臼(木〉大野小学校
グ 14臼〔金〉中原公民館
IY 17日(月〕箆附台武道場
グ 18臼(火〕兇的台武道場

//19日(水)完的台主主道場

//20日(木〉

グ 21 日(金〉

(以と午後 1

時)

小児マヒは信染します

らたに満 3 才まで対象範

がひろげられた、小児マ

ヒ予防主主射の巡密日程は次
のとおりです。

日月 1 日{月)箆約台言語道場
グ 28 (火〉見附台武道場

グ 8 日(土〉見fli1台武道場

グ 8 日〈月)中原

//9 B (!瓦〉 丸旦

グ 10月(水〉金自小学校
//118 (7jç)大野小学校

k' 12日(金〉豊田公民館
(待問〕各会場とも午後 1 持
30分~前13 持30分まで。
[対象〕亡工日百 33 ・ 4 • 1~34 

6 ・ 30までの出生路、

C2Æ百35 ・ 7 ・ 1 ~35' 9 ・
30までの出生児全員。通知
童書を出しまナ。通知のいか
ない該当児は、衛坐諒へと
連絡を。

衛生課では、生後 5 カ月以
上1.5才までの乳児約1.700
人を対象に、次の臼穫で健

康相談をひら嘗ます。お母

さんと赤ちゃんのご来場を
お待ちします。

4 Jl 4 日(よね丸田 公民館
グ 5 臼〔水〕神白保育所

グ 8 日甘く〕金自公民館

以上(午後 lH寺30分 ~3
時〉
4 月 78 金〉花水会館

(午吉百 9 時~午後 3 時)
H 10日〈月)土震小学校

~~~~ 

わたくしたちの生活!立、政治と密接な
関係があ官、政治によって友右される

事華官吉正照
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#268 (7l<) U思之
神田

// 27 臼 〈オく) 先日
吉沢家主苦保健所

//28臼〔金〉土屋小学校前
金目出張所

5月 l 白(月〕主主島出張所
重墨田 公民館

// 2 日〈火〉同締出張所
金田出張所

グ 4 日〔木〕焔犬訊留所
平塚保健所

際条例のとりきめによって
飼い犬は必ずつないで、飼っ

ていただくことになってい
まナ。狂犬病を根だやしに
するため、依し飼いをしな

いよう強くのぞまれていま
す。

神奈川県衛生部では成人病対策のひとつとし

て、がんの相談制度を設けましたが、このほ

どこの相談を担当する盟主療機関として、市内

の次の病院、医院を指定しました。

(一般裕談〕む藤医院、平塚音療車?、お弁耳鼻

磁喉斜盟主院、中村小泥科、寺田医院も永滋病

続(以上新宿)岡野医続、高橋盟主在宅(以上吃

水台〉崩島陸続(省主主ケ丘〉主主審霊童吉沢医院

(童霊平)高木医院、高山底院、佐藤医院、済

主主会病院〔以上平塚)依藤医院〔桃浜町)鈴

木医院(鐙回〕土沢診療所(土沢〕長谷111喜三

院(金筒) 0 (精密穏談(検診) )中南菌保病

霊語、平塚共済病院。

女相談・ 40;6'以上の人が対象(乳がん子箆が
んなど特別の場合は若くてもよい)保健所

長、市衛生課長か前記一段不自談指定盟主腕で相

談室翼をもらって受診し、陸部が必援を認めた

場合は精密検査を受けられまナ。

大経費・一般有ヨ談は総料(全額県負担)精密

検査は半額県負渥。市民税が均等言語りだけの

人と、市民税を納めていない人は、精密検査

も無糾です。くわしくは、結信課かー霊童相談

医院へ。

を

(よね蟹原公民館
割前消防庁舎

グ 19臼(水〉見附台体育館
消防第 2分間

//20日(木)消防鰐 3 分団

潟入消防庁舎
グ 218 (金:a~賀公民館

須賀海宝王寺

ff 24.日(月〉海岸公民館
花水公民館

グ 25日〔火〉中原公民館
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と
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千
を
こ
え
た
と
い
わ
れ
、
依
し
飼
い

は
絶
対
に
や
め
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
が
人
ぞ
か
ん
だ
と

き
は
、
飼
い
主
は
保
健
所
に
照
け
山
田
て

診
察
を
受
け
さ
せ
ね
ば
本

D

ま
せ
ん
。



する。夏疫訪徐または咳治癒に
御利益がいただけると信じられ

て餐客はかなち速くからくる。
号店応 2 年 (1493) 2 月小田原

城主大森1葉桜は老猪(ろうか
い〉な伊勢ノ長氏(のちの北条
早雲〕の言十時にひっかかり父祖
1 世紀にわたる小田原城をあと

に大佐郡熊E日成に没溶した。か

くて再起を計るべく苦辛をかさ

ねたが小田原の北条氏の縫擦に

ひきかえて運命事毎に非抗戦す
ること 3 年に及んだというが好

機ふたたび来らず一族悉くここ

に滅亡したと伝えている@おも

えば哀れな話である。

附J.5:に百塔の紛があまた教主主

している。大森一族ないしそれ

に属した人々のものではないだ

ろうか。寺では与一義忠に対し

ては慰霊の方法を講じているが

大森氏のためには(これと言っ

た当措震もないようだ。気の著書
のようにも思う p

〈昆〉
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平塚市員宿(さなだ〉に万1重
山天徳寺がある。曹洞宗に属し
ている。このミ干の境内は治承の

むかし源頼朝に従って石橋山で

隊残した真由/与一義宏、の辰践

と伝えている。この由緒ある地

を記念して小湿原北条氏の佳鈴
木主主人が隠基したのが当寺であ
る。隼人は天王 2 年 (1574) 6 

月残している。したがって中世

末期の建立という ζ とになる。

寺ではその一角に与一義忠のた

めに勝所をつくり毎年命日の 8

月 23 日祭儀を行っている。とこ
ろが問所の鎮守察白神社の祭典
7 月 B 自にも参諮者がグ与ーさ

んグ iこ詣でなかなかの緩いを皇

点
ハ
各
一
方
向
)
な
ど
。

間
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ン
テ
ス
ト
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安
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協
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作
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す
む
一
下
水
消
毒
腺
の
水

開
県
霊
安
全
昭
氏
世
話
一
一
面
交
霊
莫
五
月
一
自
在
中
心
に
間
剛
健
一
い
た
だ
き
ま
品
ラ

日
一
己
一
ナ
ス
ト
作
品
募
集
を
言
っ
吋
い
部
月
一
一
百
議
事
堂
第
一
会
議
害
、
丘

一
る
。
次
の
間
宮
一
績
で
応
募
さ
れ
た
、
一
衛
生
諜
で
協
力
を
要
議

一
レ
五
回
労
働
祭
の
開
催
打
ち
合
わ
せ
金
二

一
マ
作
問
中
交
遜
に
欝
ナ
る
写
真
ひ
ら
か
れ
、
市
、
労
働
組
合
、
鶴
工
会
衛
生
設
で
は
二
」
と
し
も
一
一
一
月
官
、

一
マ
規
格
・
自
爆
の
童
書
点
;
議
所
、
商
店
連
合
会
、
婦
人
盟
主
特
別
清
掃
漉
ハ
エ
ン
ジ
ン
ダ
ス
タ
ー
装

年
一
マ
デ
i
f
-
S
P
E
L
T
-

タ
1
療
をF

の
代
表
者
支
出
席
し

F
E

備
〉
壱
探
り
出
し
て
、
市
街
地
の
下
水

型
一
一
一
十
字
宮
で
撃
の
ね
ら
い
を
記
こ
の
結
果
リ
第
五
回
官
室
、
四
月
路
の
消
毒
を
は
じ
め
た
よ
」
の
事
に

一
入
ず
る

z
m

は
、
薬
剤
襲
宮
孝
重
と
し
、

和
一
マ
送
り
先

a
五
万
二
十
五
日
ま
で
に
一
一
十
九

E
前
夜
祭
、
五
月
一
日
メ
l

テ
ど
家
庭
へ
お
寄
り
し
て
、
水
ぞ
い
た
」

一
雲
市
神
奈
川
区
六
角
橋
惜
の
上
九
!
穴
会
と
警
官
舎
な
ど
を
催
ナ
方
針
が
み
合
が
あ
る
二

1

・
一
一
一
。
神
奈
川
県
夜
通
安
会
協
会
か
、
き
ま
っ
た
。
体
育
祭
や
催
し
も
の
の
内
ど
協
力
顔
い
た
い
、

県
カ
メ
ラ
脅
総
合
加
描
出
店
へ
。
開
官
、
共
一
銭
間
体
の
範
認
な
ど
に
つ
い
て
顔
い
し
て
い
る
。

マ
貿
・
縫
薦
二
店
(
二
万
河
U
特
選
ニ
は
な
括
協
議
が
す
す
め
ら
れ
て
お
り
、

臨
吐
か
い
春
、
う
ら
、
か
な
春
、
ご
家
庭

内
主
か
に
な
ん
と
な
い
解
放
感
と
よ
ろ

こ
び
が
わ
い
て
く
る
春
句
e
だ
が
お
ま

ち
く
だ
さ
い
。
耳
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。
す
み
の
方
で
、
後
等
も
活
動
向
準

僚
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。
蚊
、
は
え
、

の
み
、
ね
ず
み
、
ゴ
キ
ブ
リ
な
ど
の
害

虫
た
ち
に
も
、
存
が
訪
れ
て
い
る
の
で

す
ロ
ば
い
菌
的
運
送
接
、
伝
染
病
を
記

述
し
ま
き
ち
ら
す
彼
等
、
こ
の
盟
問
虫
た

ち
と
同
居
で
は
、
た
め
し
い
春
も
半
分

失
な
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

平
塚
市
内
い
っ
せ
い
に
春
町
大
掃
除
を

し
て
害
虫
た
ち
の
出
鼻
ゃ
く
じ
い
て
や

り
ま
し
ょ
う
。

ー
衛
生
課
の
さ
め
た
大
崎
徐
期
間
1

7
実
絡
期
間
-
四
月
十
日j
三
十
日

マ
協
力
体
制
e

ご
近
所
か
カ
を
あ
わ
せ

て
大
橋
徐
や
下
水
掃
除
を
し
た
あ
と

の
共
向
薬
剤
散
布
に
は
、
衛
生
課
が

協
力
す
る
計
尚
で
す
。
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
(
薬
剤
の
無
料
配
布
は
こ
と

し
か
ら
取
り
や
め
ま
す
)


